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「発刊に寄せて」

変化の激しい社会の中で、主体的に学んで必要な情報を判断し、よりよい

人生や社会の在り方を考え、多様な人々と協働しながら問題を発見し解決し

ていくために必要な力を、児童生徒一人一人に育んでいくためには、あらゆ

る教科等に共通した学習の基盤となる資質・能力や、教科等の学習を通じて

身に付けた力を統合的に活用して現代的な諸課題に対応していくための資質

・能力を、教育課程全体を見渡して育んでいくことが重要です。

このため、各学校においては、教科等横断的な学習を充実することや、「主

体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善を、単元や題材など内容

や時間のまとまりを見通して行うことが求められており、これらの取組の実

現のためには、学校全体として、児童生徒や学校、地域の実態を適切に把握

し、教育内容や時間の配分、必要な人的・物的体制の確保、教育課程の実施

状況に基づく改善などを通して、教育活動の質を向上させ、学習の効果の最

大化を図るカリキュラム・マネジメントに努めることが大切となっています。

本研究所では、全国教育研究所連盟課題研究として、平成30年度と令和元

年度の２か年で「教育活動の質の向上を図るカリキュラム・マネジメントに

関する研究」を行い、理論や実践等について動画資料や本ガイドブックに研

究成果をまとめました。

特に、本ガイドブックでは、カリキュラム・マネジメントについて、その

必要性や小・中・高等学校における実践事例、キャリア・ステージに応じた

役割等を掲載しておりますので、今後、道内の各学校で積極的に活用され、

カリキュラム・マネジメントの取組が一層充実することを期待しております。

結びに、本ガイドブックの作成に御助言をいただいた有識者の皆様、並び

に研究協力校の皆様に対して深く感謝申し上げます。

令和２年（2020年）３月

北海道立教育研究所長 北 村 善 春
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巻頭言 「発刊に寄せて」 

 

Ⅰ 求められる背景 

  １ 「社会に開かれた教育課程」の実現とカリキュラム・マネジメント 

 

２ 新たな教育課題等への対応 

 

３ カリキュラム・マネジメントの必要性と、学校評価との関連付け 

 

Ⅱ カリキュラム・マネジメントの定義 

１ カリキュラム・マネジメントの基本的な考え方 

 

２ 本道のカリキュラム・マネジメントの課題 

 

Ⅲ カリキュラム・マネジメントの進め方（手順） 

  １ 教科等横断的な視点による教育内容の組立てはどう進めるの？  

 

２ 実効性のあるＰＤＣＡサイクルの確立に向けてどうすればいいの？  

 

３ 人的、物的な体制の確保はどう進めるの？   

 

４ カリマネを通じて校内研修を充実するにはどうすればいいの？ 

 

５ 組織運営の工夫改善はどう進めるの？  

 

Ⅳ カリキュラム・マネジメントの実践例＜校種別＞研究協力校 

１ 教科等横断的な視点による教育内容の組立て 

 (1) 組み立てる際に重視する観点 

(2) 具体の取組 

 

２ ＰＤＣＡサイクルの充実 

 (1) 教育課程の編成に係る工夫改善 

(2) 教育課程の評価・改善に係る工夫改善 

 

 



 

３ 人的、物的な体制の確保 

 (1) 具体の取組 

(2) 留意点等 

 

４ カリキュラム・マネジメントに関する校内研修の充実 

 (1) 具体の取組 

(2) 留意点等 

 

５ 組織運営の改善 

(1) 具体の取組 

(2) 留意点等 

 

Ⅴ カリキュラム・マネジメントのキャリア・ステージに応じた役割 

１ 管理職 

 (1) カリキュラム・マネジメントの充実に向けて心掛けていること 

  

２ ミドルリーダー 

 (1) カリキュラム・マネジメントの充実に向けて心掛けていること 

 

３ 若手教員 

 (1) カリキュラム・マネジメントの充実に向けて心掛けていること 

     

Ⅵ 研究協力校一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・千歳市立緑小学校 
・江別市立江別第一小学校 
・北広島市立西部中学校 
・江別市立江別第三中学校 
・岩見沢東高等学校 
・野幌高等学校 



 

 

 

 

 新学習指導要領では、今回の改訂の理念を明確にし、社会で広く共有されるよう、新たに前文を設

け、その中で「社会に開かれた教育課程」の実現を目指すことについて次のように示しました。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

平成28年12月の中央教育審議会答申では、「社会に開かれた教育課程」の実現を目指し、学習指 

導要領等が、学校、家庭、地域の関係者が幅広く共有し活用できる「学びの地図」としての役割を果

たすことができるよう、下の表及び図のとおり、６点にわたってその枠組みを改善するとともに、各

学校において教育課程を軸に学校教育の改善・充実の好循環を生み出すカリキュラム・マネジメント

の実現を目指すことなどが求められました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ-１ 「社会に開かれた教育課程」の実現とカリキュラム・マネジメント 

・学習指導要領 前文 

・社会との連携及び協働 

・学びの地図 

カリキュラム・マネジメント 

のおさえ 

 

 

 

 

１ 「社会に開かれた教育課程」の実現 

２ 教育課程を軸に学校教育の改善・充実の好循環を生み出すカリキュラム・マネジメント 

（文部科学省初等中等教育局教育課程課教育課程企画室作成の資料より） 

教育課程を通して、これからの時代に求められる教育を実現していくためには、よりよい学校教

育を通してよりよい社会を創るという理念を学校と社会とが共有し、それぞれの学校において、必

要な学習内容をどのように学び、どのような資質・能力を身に付けられるようにするのかを教育課

程において明確にしながら、社会との連携及び協働によりその実現を図っていくという「社会に開

かれた教育課程」の実現が重要となる。 

 

１ 

表：「学びの地図」としての学習 

指導要領総則の枠組みの改善 

① 何ができるようになるか（育

成を目指す資質・能力） 

② 何を学ぶか（教科等を学ぶ意義

と、教科等間・学校段階間のつな

がりを踏まえた教育課程の編成） 

③ どのように学ぶか（各教科等

の指導計画の作成と実施、学

習・指導の改善・充実） 

④ 子供一人一人の発達をどのよ

うに支援するか（子供の発達

を踏まえた指導） 

⑤ 何が身に付いたか（学習評価

の充実） 

⑥ 実施するために何が必要か

（学習指導要領等の理念を実

現するために必要な方策） 

 

図：学習指導要領総則を踏まえたカリキュラム・マネジメントの実施 
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「チームとしての学校の在り方と今後の改善方策について（答申）」（中央教育審議会、平成27年 

12月）では、次のような教育課題の例とその対応が示されており、カリキュラム・マネジメントは、

学習指導要領が目指す理念の実現のための対応として挙げられています。 

 

 

・判断の根拠や理由を示しながら自分の考えを述べることについて弱い面があること 

・自己肯定感や学習意欲、社会参画の意識等が国際的に見て低いこと 
 

→新しい時代の子供たちに必要な資質・能力を育むために、教育活動を更に充実し、子供の

自信を育み能力を引き出す。 
 

→成熟した現代社会において、新たな価値を創造していくためには、一人一人が互いの異な

る背景を尊重し、それぞれが多様な経験を重ねながら、様々な得意分野の能力を伸ばして

いく。 

 

 

・グローバル化、情報通信技術の進展など 
 

→自立した人間として、他者と協働しながら、新しい価値を創造する力を育成する観点から

求められる資質・能力を育む。 

 

 

・帰国・外国人児童生徒等の増加や母語の多様化、学校への在籍における散在化、集住化の進展 
 

→国内の学校生活への円滑な適応や日本語指導などについて、個々の児童生徒の状況に応じ

たきめ細かな指導を行うための体制整備を推進する。 

 

 

・教育課程全体を通した取組を通じて、教科横断的（※）な視点から教育活動の改善を行っていくこと 

・学校全体としての取組を通じて、教科等や学年を超えた組織運営の改善を行っていくこと 
 

→教育活動や組織運営など、学校全体の在り方の改善において核となる教育課程の編成、実

施、評価及び改善という「カリキュラム・マネジメント」の確立が必要である。 

 

 

 

 

 

（注：本答申においては「教科等横断的」ではなく、「教科横断的」と表記されている。） 

Ⅰ-２ 新たな教育課題等への対応 

・チームとしての学校 

・教科横断的（※）な視点から教育活動の改善 

・教科等や学年を超えた組織運営の改善 

カリキュラム・ 

マネジメント 

のおさえ 

 

 

 

 

中央教育審議会答申で示された教育課題 

我が国の子供たちの課題 

対応 

対応 

今後の社会の変化 

対応 

学習指導要領が目指す理念の実現 

帰国・外国人児童生徒等の増加等 

対応 

対応 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 このことについて、学習指導要領解説総則編では、次のとおり説明されています。 
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

このことについて、学習指導要領解説総則編では、次のとおり説明されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ-３ カリキュラム・マネジメントの必要性と、学校評価との関連付け 

・教育の目的や目標の実現 

・教育活動の質の向上 

・教職員が適切に役割を分担 

カリキュラム・ 

マネジメントの 

おさえ 

 

 

 

１ カリキュラム・マネジメントの必要性 

 各学校においては、児童生徒や学校、地域の実態を適切に把握し、教育の目的や目標の実現に必要

な教育の内容等を教科等横断的な視点で組み立てていくこと、教育課程の実施状況を評価してその改

善を図っていくこと、教育課程の実施に必要な人的又は物的な体制を確保するとともにその改善を図

っていくことなどを通して、教育課程に基づき組織的かつ計画的に各学校の教育活動の質の向上を図

っていくこと（以下「カリキュラム・マネジメント」という。）に努めるものとする。 

                          （学習指導要領 第１章第１の４） 

 

 

２ カリキュラム・マネジメントの実施と学校評価との関連付け 

 各学校においては、校長の方針の下に、校務分掌に基づき教職員が適切に役割を分担しつつ、相互

に連携しながら、各学校の特色を生かしたカリキュラム・マネジメントを行うよう努めるものとする。

また、各学校が行う学校評価については、教育課程の編成、実施、改善が教育活動や学校運営の中核

となることを踏まえ、カリキュラム・マネジメントと関連付けながら実施するよう留意するものとす

る。                        （学習指導要領 第１章第５の１のア） 

各学校においては、教科等の目標や内容を見通し、特に学習の基盤となる資質・能力（言語能力、

情報活用能力（情報モラルを含む。以下同じ。）、問題発見・解決能力等）や現代的な諸課題に対応

して求められる資質・能力の育成のためには、教科等横断的な学習を充実することや、「主体的・対

話的で深い学び」の実現に向けた授業改善を、単元や題材など内容や時間のまとまりを見通して行う

ことが求められる。 

これらの取組の実現のためには、学校全体として、児童生徒や学校、地域の実態を適切に把握し、

教育内容や時間の配分、必要な人的・物的体制の確保、教育課程の実施状況に基づく改善などを通し

て、教育活動の質を向上させ、学習の効果の最大化を図るカリキュラム・マネジメントに努めること

が求められる。 

 

カリキュラム・マネジメントの実施に当たって、「校長の方針の下に」としているのは、学校の教育

目標など教育課程の編成の基本となる事項とともに、校長が定める校務分掌に基づくことを示してお

り、全教職員が適切に役割を分担し、相互に連携することが必要である。その上で、児童生徒の実態

や地域の実情、指導内容を踏まえて効果的な年間指導計画等の在り方や、授業時間や週時程の在り方

等について、校内研修等を通じて研究を重ねていくことも重要であり、こうした取組が学校の特色を

創り上げていくこととなる。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      「カリキュラム・マネジメント」イメージ 

 

 

 

○ 本研究所では、平成8年度に「教育目標の具現化に関する研究」を研究主題として、教育目

標を具現化するための学校経営の構造や教育課程の経営、組織・運営、具現化状況を把握する

評価の在り方について研究しました。その中では、 

   ・教育目標の具現化を課題解決過程ととらえ直し、どのように課題解決を図るかの「判断」を

明確にするという観点から、具体化を推進するマネジメント・サイクル（目標―計画―実施

―評価―改善）を提起したこと 

・教育目標の具現化を図るためには、学校経営組織を年度の重点教育目標の実現を志向する課

題解決型の組織へと改善すること 

などについて示されています。 

Ⅱ-１ カリキュラム・マネジメントの基本的な考え方 

   本研究では、カリキュラム・マネジメントを「子どもや学校、地域の実態を適切に

把握し、教育の目的や目標の実現に必要な教育の内容等を教科等横断的な視点で組み

立てていくこと、教育課程の実施状況を評価してその改善を図っていくこと、教育課

程の実施に必要な人的又は物的な体制を確保するとともにその改善を図っていくこと

などを通して、教育課程に基づき組織的かつ計画的に各学校の教育活動の質の向上を

図っていくこと」とおさえ、研究を推進することにしました。 

本
研
究
に
お
け
る
「
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
」
の
定
義 

２ 先行研究では・・・ 

１ 本研究の構造図 
左の図は、本研究の 

①教科等横断的な視点による

教育内容の組立て 

②ＰＤＣＡサイクルの確立 

③人的、物的な体制の確保 

④カリキュラム・マネジメン

トに関する校内研修の充実 

⑤組織運営の工夫改善 

を図式化したものです。 

各学校では、「社会に開か

れた教育課程」の理念のも

と、児童生徒に身に付けさせ

たい資質・能力を確実に育成

するため、校長を中心に、校

内組織や教育資源を基盤とし

て、カリキュラムをデザイン

し、ＰＤＣＡサイクルを確立

するなどして不断に見直すこ

とで教育活動の質の向上につ

なげることが重要です。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 各学校においては、教科等の目標や内容を見通し、特に学習の基盤となる資質・能力（言語能

力、情報活用能力（情報モラルを含む。以下同じ。）、問題発見・解決能力等）や現代的な諸課題

に対応して求められる資質・能力の育成のためには、教科等横断的な学習を充実することや、「主

体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善を、単元や題材など内容や時間のまとまりを見

通して行うことが求められる。これらの取組の実現のためには、学校全体として、児童生徒や学

校、地域の実態を適切に把握し、教育内容や時間の配分、必要な人的・物的体制の確保、教育課程

の実施状況に基づく改善などを通して、教育活動の質を向上させ、学習の効果の最大化を図るカリ

キュラム・マネジメントに努めることが求められる。 

 このため総則において、「児童（生徒）や学校、地域の実態を適切に把握し、教育の目的や目標

の実現に必要な教育の内容等を教科等横断的な視点で組み立てていくこと、教育課程の実施状況を

評価してその改善を図っていくこと、教育課程の実施に必要な人的又は物的な体制を確保するとと

もにその改善を図っていくことなどを通して、教育課程に基づき組織的かつ計画的に各学校の教育

活動の質の向上を図っていくこと（以下「カリキュラム・マネジメント」という。）に努める」こ

とについて新たに示した。 

（小学校（中学校）学習指導要領解説 総則編） 

３ 学習指導要領に示されたカリキュラム・マネジメントの定義 
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教育の内容を教科等横断的な視点で組み立てていますか。

そう思う だいたいそう思う あまりそう思わない 全く思わない

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（平成 30･31 年度北海道立教育研究所プロジェクト研究「学校におけるカリキュラム・マネジメント 
 の在り方に関する調査研究」アンケート調査（道立教育研究所実施）） 

Ⅱ-２ 本道のカリキュラム・マネジメントの課題 

本研究において、各学校のカリキュラム・マネジメントの実態を把握するため、平成 30

年度にアンケート調査を実施しました。 

その結果、①教科等横断的な視点による教育内容の組立て、②カリキュラム・マネジメ

ントという観点による研修の充実、③教育課程に必要な人的、物的な体制の確保及びその

改善について、否定的な回答をした教員が多く、本道のカリキュラム・マネジメント推進

上の課題の一つであることが分かりました。 

7.8

10.7

9.2

39.2

47.1

48.3

47.0

40.3

40.5

6.0

1.9

2.0
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高等学校

中学校

小学校

カリキュラム・マネジメントという観点で研修の充実を

図っていますか。

そう思う だいたいそう思う あまりそう思わない 全く思わない
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小学校

教育課程に必要な人的、物的な体制を確保するとともにその改善

を図っていますか。

そう思う だいたいそう思う あまりそう思わない そう思わない
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特に、中学校、高

等学校では教科担任

制になることから、

他教科等との関連付

けを図ることなどに

課題を感じているこ

とがうかがえます。 

学校や地域の実情

によるものの、校内

の教材・教具の整備

をはじめ、地域人材

や教育資源の発掘、

確保、改善などに課

題を感じていること

がうかがえます。 

校内研修は、各学

校において計画的に

（Ｐ）実施（Ｄ）し

ていることと思いま

す。 

しかしながら、研

修の評価（Ｃ）、改

善（Ａ）を図ること

などに課題を感じて

いることが考えられ

ます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ-１ 教科等横断的な視点による教育内容の組立てはどう進めるの？ 

○ 現状分析から児童生徒に身に付けさせたい資質・能力の育成を重点にした取組 

   平成30年度に本研究所が実施したアンケート結果から、本道の実態として、「教科等横断的

な視点で教育内容を組み立てること」について課題意識を抱える学校が多いことが分かりま

した。また、この傾向は、校種が上がるほど強くなること、キャリアステージによる差が見ら

れることも明らかになりました。教科等横断的な視点で教育内容を組み立てるためには、学校

として児童生徒に身に付けさせたい資質・能力を明確にする必要があります。 

・身に付けさせたい資質・能力を意識して各教科等の関連付けを図りながら教育課

程を編成していますか。 

・学習効果の最大化を図るためにカリキュラム・マネジメントを実践していますか。 
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例１は、児童生徒に「身に付けさせたい資質・能力」を具体化した上で、重点を言語能力と主

体的に学びに向かう態度の育成に定め、「国語辞典」というツールを介した教科等横断的な取組

を示したものです。例２は、児童生徒を取り巻く環境から「身に付けさせたい資質・能力」を主

体的に行動する態度の育成に定め、総合的な学習の時間を中心とした「防災教育」について各教

科等の内容を関連付けた取組を示したものです。 

どちらも「身に付けさせたい資質・能力」を育むために、各教科等とのつながりを整理してい

ます。各教科間を単純な内容の関連だけでなく、ねらいに応じて結び付けることが重要です。 

 

例１「身に付けさせたい資質・能力」から教科等横断的な視点による教育内容を組み立てた実践 

 

教科等横断 

（紙資料） 

 

 

 

 

例２「○○教育」から教科等横断的な視点による教育内容を組み立てた実践 

「１人１冊国語辞典の活用」 

・語彙を増やし、各教科等の
基盤となる言語能力を育成 

・全ての教科等で自主的に国
語辞典を活用できる環境づ
くり 

・「調べる」こと
の習慣化 
・研修による活
用法の深化 
・ＰＴＡの協力 

など 

 
・児童生徒の読解力や語彙力に課題 
・生涯に渡り学び続ける人材の育成 
 
 
身に付けさせたい資質・能力 
「言語能力」 
「主体的に学びに向かう態度」 
 

課題の共有 具体的な取組 成 果 

 
・児童生徒にとって身近に活火
山があり、噴火の際の対応につ

いて不安がある（地域の要請）。 

 

身に付けさせたい資質・能力 
「自ら危険を予測して的確に
判断し、身を守るための行
動をとることができる力」
（防災意識の醸成） 

 

課題の共有 

防災教育 
｢総合的な
学習の時   
間｣ を中
心とした
取組 

具体的な取組 

理 科（第５学年） 
Ｂ 生命・地球 
(4) 土地のつくりと変化 
 ア（ｳ）土地は火山の
噴火によって変化す
ること（自然災害含
む） 

社会科（第４学年） 
(3) 地域で過去に起き
た自然災害や自然災
害から人々を守る活
動についての学習 

 

総合的な学習の時間 
学校行事等 
（地域の防災センタ
ー等と連携）  
第４学年 
○被災時の疑似体験
（炊飯体験等） 
第５学年 
○被害者救助の在り方 
（ＡＥＤ等） 
第６学年（修学旅行） 
○噴火についての学習 

 

教科等横断 

（動画） 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ-２ 実効性のあるＰＤＣＡサイクルの確立に向けてどうすればいいの？ 

○ カリキュラム・マネジメントのＰＤＣＡサイクルを実効的なものにするための工夫 

   平成30年度に本研究所が実施したアンケート結果では、「教育課程のＰＤＣＡサイクルと

組織体制が確立していますか」という質問に対し、約８割の教職員が肯定的な回答をしまし

たが、「評価から改善につなげることが難しい」といった声も聞かれました。ＰＤＣＡサイ

クルの確立に向けては、教職員それぞれがキャリア・ステージに応じて、担当業務の評価・

改善を行うことが大切です。 

・多面的・多角的な評価方法を設定していますか。 

・評価結果に基づいたマネジメントサイクルを確立していますか。 

・全教職員の共通理解の下、教育課程の評価・改善を行っていますか。 
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例 教育活動の質の向上に向けて、教職員が役割分担し、評価・改善を図っている例 

上の例において、管理職は、児童生徒に身に付けさせたい資質・能力を具体化し、共有を図っ

た上で、年間を見通した教育課程の評価・改善を行っています。ミドルリーダーは、学期・単元

レベルで評価・改善を行うとともに、話合いの場を設定し、教職員間で共通理解が図られるよう

工夫しています。若手教員は、授業レベルで評価・改善を意識しています。このように、教職員

が役割分担し、様々なレベルで評価・改善を図ることが重要です。 

また、客観的なデータの分析や教職員による児童生徒の実態や指導方針についての話合い、児

童生徒による授業評価など、多面的・多角的な評価方法を設定することが大切です。 

 

新年度経営方針          学習指導の評価 

（紙資料）          （紙資料） 

                     （word）   (pdf) 

 

 

 

 

学校評価に加え、教職員による簡便なアンケートを実施しています。結果を基
に業務や行事の精選をするなど、一年を通して改善を図ります。 

管理職 

全教職員の共通理解の下、教育課程を編成できるよう、２学期に各種データ等
を示した上で次年度の経営方針を示しています。 

児童生徒の実態から「伝え合う力の育成」を重点目標に掲げています。 

ミドル 

リーダー 

学期ごとに単元テスト等の結果を集計し、補充学習等のサポート体制を整備します。 

毎月の生徒指導交流会では、継続すべき取組や改善すべき点を明確にし
て話し合い、今後の方向性について教職員間で共有します。 

教職員の共通理解を図る場を設定するのが私の役割です。 

若手教員 

机間指導や児童生徒の振り返り、チャレンジテスト及び単元テ
スト等の結果を活用し、授業改善に役立てています。 
 
 

 

教科等横断 

（動画） 

 

 

 

 

https://www.google.co.jp/imgres?imgurl=https://sairan-web.com/wp-content/uploads/2019/02/85917ce049d2a32852af5703263f8460.png&imgrefurl=https://sairan-web.com/books-for-new-teachers/sinninkyoshi-osusumebooks.html&docid=6Ad2yCi_4SdWVM&tbnid=zCqaHHaZnKq9BM:&vet=10ahUKEwiG6s77v8PkAhUafd4KHa3_CRgQMwibAShDMEM..i&w=248&h=194&bih=600&biw=1066&q=%E4%B8%AD%E5%A0%85%E3%80%80%E6%95%99%E5%B8%AB%E3%80%80%E3%82%A4%E3%83%A9%E3%82%B9%E3%83%88&ved=0ahUKEwiG6s77v8PkAhUafd4KHa3_CRgQMwibAShDMEM&iact=mrc&uact=8
https://www.google.co.jp/imgres?imgurl=https://4.bp.blogspot.com/-iSqZef7yAnI/Wj4IfAQ13wI/AAAAAAABJL8/GCvm4tC53iQXWSoL2ioEI838A4_mA_CnQCLcBGAs/s500/group_kyoushi.png&imgrefurl=https://sakigakepioneer.hatenablog.com/entry/2018/05/21/235810&docid=tRQT5sVnU6cxMM&tbnid=M0hrmGbAVKpruM:&vet=10ahUKEwi7y4qPw8PkAhVbIqYKHc01BhwQMwhRKAIwAg..i&w=500&h=410&bih=600&biw=1066&q=%E8%8B%A5%E6%89%8B%E3%80%80%E6%95%99%E5%B8%AB%E3%80%80%E3%82%A4%E3%83%A9%E3%82%B9%E3%83%88&ved=0ahUKEwi7y4qPw8PkAhVbIqYKHc01BhwQMwhRKAIwAg&iact=mrc&uact=8
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地域 

 

 

 

 

 

 

 

¥ 

 

 

Ⅲ-３ 人的、物的な体制の確保はどう進めるの？ 

○ 人的又は物的な資源の可視化 

   平成30年度に本研究所が実施したアンケートから、本道の実態として、「教育課程に必

要な人的又は物的な体制を確保するとともにその改善を図っていますか」という質問に対

し、約８割の教職員が肯定的な回答をしているものの、「地域の教育資源や外部人材の一層

の活用」「地域と連携した学習活動の確立」などに課題があるという声が聞かれたことか

ら、外部の人的、物的資源について情報を蓄積し、それらの資源を教育活動に効果的に活

用することが大切です。 

・校内の教材・教具の整備状況を把握していますか。 

・地域の教育資源や学習環境などについて客観的かつ具体的に把握していますか。 

・人的又は物的な体制の確保のみならず、その充実を組織的に図っていますか。 
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上の例は、「ひと・ものリスト」を活用して、外部の人的資源や物的資源についての情報を
蓄積し、それらの資源を教育活動に効果的に活用するようにしているものです。 
教育資源のリスト化に当たっては、担当教員へ円滑に引き継ぐことを念頭に作成することが
大切です。 
特に、外部人材との打合せの方法や教育活動に必要な物品等を具体的に記載し、随時更新し
ながら組織的に活用することが大切です。 

 
 
地域人材 
（紙資料） 

   (キャリア学習 word)         (キャリア学習 pdf)         （アンケート Excel）     （アンケート pdf）      

 
 
 
          （概要 word）   （概要 pdf）   （会場図 Excel）     （会場図 pdf） 

 

〇〇中学校 ひと・ものリスト（例） 

教科・領域等 場所 人 もの 連絡先 引継ぎ事項等 

総合的な学習の時
間 
・地域探検 

・職業体験 
 
理科 

・植物の観察 

○○農園 
 

○○さん ・ミニトマト 
・稲作 
・□□ 

〇〇市〇〇町〇 
□□－□□□□ 

・実習費が必要 
・〇〇の教員が担
当 

・理科（生物）の植
物の観察との関
連も可 

・ジャージ、軍手が
必要 

国語 
・読書活動 

 
 
 

・〇〇図書館 
 

〇〇課主任 
〇〇さん 

（司書教諭の免
許所持） 

・図書全般 
 （教科書に係る

図書が多数所
蔵されている） 

〇〇市〇〇区… 
□□－□□□□ 

･････@･･･.jp 

・ビブリオバトル
を主催 

・ビブリオバトル
に参加すること 

・読み聞かせに係

る指導も可 

・発表活動（プレゼ

ンテーション） 

・ＮＰＯ法人○〇 

 
 

ＮＰＯ法人〇〇

代表〇〇さん（元
アナウンサー） 

・スピーチ、プレ

ゼンに係る講
義資料 

〇〇市□□区… 

□□－□□□□ 
･････@･･･.jp 

・ボイストレーニ

ングを含むスピ
ーチ全般に係る
指導可 

・プレゼン指導も
可 

理科 

・地層 

○○山 ○○山ボランテ

ィアガイド 

○○山の資料 ○○支所 

□□－□□□□ 

・・・・・・・ 

○○大学 
〇〇教授 

岩石の標本 〇〇大学 
〇〇研究室 

・プロジェクター、
スクリーンが必

要 

 

教科等の教育内容（学習活

動）を関連させ、教育資源を一

覧で整理しています。 

担当教員へ円滑に引継

ぎができるよう、留意点等

を記入しています。 

 
人的・物的な体制 
（動画） 

    

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ-４ カリマネを通じて校内研修を充実するにはどうすればいいの？ 

○ 校内研修推進アクションプランの実施と評価 

  平成30年度に本研究所が実施したアンケート結果では、「カリキュラム・マネジメントと

いう観点での研修の充実」について課題意識を抱える学校が多いことが分かりました。管理

職のみならず、全教職員がカリキュラム・マネジメントの必要性を理解し、日々の授業や年

間指導計画の在り方等について、評価・改善を図りながら校内研修を積み重ねていくことが

大切です。 

 

・校長のリーダーシップの下、校内研修の実施計画を整備していますか。 

・教職員の自律的、主体的な意欲を尊重した研修を目指していますか。 

・研修チームを設けるなどして組織的・継続的な研修が行われていますか。 
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上の表は、校内研修に係る課題を整理し、課題の改善のための具体的な取組について、「何を」

「だれが」「いつ（いつまでに）」「どのように」を明確にして校内研修を効率的に実施、評価

できるようにするためのものです。 

校内研修の充実を図るためには、「子どもたちに身に付けさせたい資質・能力をいかに身に

付けさせるか」を窓口にして、組織的・継続的な研修が行われることが重要であり、研修の成

果を教育課程や授業改善に反映させるカリキュラム・マネジメントが必要不可欠です。 

 

組織的・継続的な研修にな
るための具体的な取組につい
て記入する。 

 

校 内 研 修 

（紙資料） 

 

 

 

 

 

校 内 研 修 

（動画） 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｐ 

 

 

 

 

Ⅲ-５ 組織運営の工夫改善はどう進めるの？ 

○ 育成すべき資質・能力を明確にし、共通理解を図る組織運営の在り方 

   平成 30年度に本研究所が実施したアンケート結果では、「教育課程に基づき組織的・計

画的に学校の質の向上を図っていますか」という質問に対し、校種が上がるにつれて、

「あまりそう思わない」「全く思わない」と回答する教職員の割合が多くなっており、高

等学校では約３分の１を占めています。学校教育目標に基づいて、育成すべき資質・能力

を生徒に身に付けさせるため、組織としてどのようにカリキュラム・マネジメントを進め

ていくかが課題となっています。 
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管理職 

例１は、生徒に「身に付けさせたい資質・能力」を個々の教職員で思考し、地域から求めら

れる生徒像を踏まえた上で、校内研修会で資質・能力を整理し、「見える化」を図って組織的

な教育活動へつなげたことを図示したものです。例２は、管理職の積極的な授業参観や行事の

教育課程への位置付け、教職員間の相互の授業見学から、生徒の変容を踏まえた授業や行事の

評価・改善を行い、各教科のみならず、学校全体で生徒に「身に付けさせたい資質・能力」の

共通理解を図ったことを図示したものです。 

組織的な学校運営のためには、学校全体で共通理解を図る校内研修会の充実や、普段から教

職員間が交流できる環境づくりが大切です。 

 

例１:資質・能力の明確化を図る組織運営（Ａ校） 

・学校としての課題を明確にし、生徒に身に付けさせたい資質・能力を共有して

いますか。 

・授業改善の方向性や行事のねらい等を学校全体で共通理解を図った上で、カリ

キュラム・マネジメントを意識した教育活動の評価・改善がなされています。 

 

例２:資質・能力の共通理解を図る組織運営（Ｂ校） 

教職員 

学校の置かれる環境等 
説明 

面談 

学校の諸課題の把握 

 
身に付けさせたい資質・能力の整理 

校内研修会

 

        ＜学校経営計画＞ 
身に付けさせたい資質・能力の可視化

を図ることで、公的な関わりや指導の
つながりが見える。 

見える化 

地域から
求められ

る生徒像 

説明 

組織的な教育活動の推進 

 

面談 

改善 

説明 

評価 

交流 

身に付けさせたい資質・能力の共通理解 

授業や行事の目的や 
評価・改善の観点 

生 徒 

振り返り等 説明 

評価 

授業や行事のねらい等 
身に付けてほしい力 

教職員 教職員 

新たな気付き 
指導上の悩みの共有 

生徒の
変容 

授
業
参
観
・
評
価 

先生方の生の声 

 

組 織 体 制 

（紙資料） 

 

 

 

 

 

組 織 体 制 

（動画） 

 

 

 

 

管理職 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 岩見沢東高等学校の実践 （関連動画：Q10 校内研修について） 

  

② 野幌高等学校の実践 （関連動画：Q1 教科等横断について） 

                                     

                                                         

 

 

 

Ⅳ-１ 教科等横断的な視点による教育内容の組立て 

（１）組み立てる際に重視する観点 

（２）具体の取組 

① 岩見沢東高等学校の実践 （関連動画：Q1 教科等横断的な指導方法について）  

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 野幌高等学校の実践 （関連動画：Q3 教科等横断について） 

 

 

   

 

 

 

 

Point  
教科等横断的な観点で教育内容を編成する際は、自校の生徒の実態を把握し、育成を目

指す資質・能力や目指す生徒像を全教職員が共通理解した上で進めています。 

 

 

生徒の課題把握 

・課題から何を育てるの

かを明確にします。 

校内研修会 求める生徒像を固める 
「コンピテンシーを育て
る具体的な方法」 

・各教科だけではなく、特別活動や

部活動など、学校の教育活動全体

で生徒を育成します。 

・総合的な探究の時間を軸とした教

科等横断的なカリキュラムを意

識します。 

 

・生徒に何を教えるべきなのか。 

・どんな力を身に付けさせるのか。 

・地域から何を求められているのか。 

・これからの社会はどのように変化す

るのか。 

教職員間の共通理解

 理解 

・教職員間でお互いの 

授業を参観すること 

で、授業内容や生徒の 

状況を把握します。 

評価会議 教科の枠を超えた観点 

「物的なものの活用」 
・タブレット等の ICTの活用で教科

横断的な取組が容易になります。 

・単元配列表により、他教科との連

携の具体が視覚化されます。 

・各教科の取組や生徒の達成状況等

をシラバスに基づいて評価する。 

・各教科の特色に踏み込んで説明す

ることで、教科等横断的な観点の

足掛かりとする。 

 

・課題を解決する力、生徒に身に付けさせたい力をどのよう
に育てるか。これらを校内分掌や授業で取り組めば、全て
カリキュラム・マネジメントにつながる。 
・校内研修や外部研修を通じて共通理解を図ることが大切で
ある。 
・本校の課題や地域からの要望や期待、社会情勢を含めて教
職員に説明する。 
・教職員に課題意識や経営参画意識をいかにもたせるかが大
切である。 

・他教科間で授業内容がつながる部分がかなりあるため、連動的に

授業を進めることで教育的な効果が見込める。教員間の日常的な

会話や、他の授業を知ることで、新たな方向性が見えてくる。 

・授業規律の徹底や、進路指導方針を共有しているが、それぞれの

組織や教育活動の進め方、あるいは評価方法などに違いが出るた

め、校内研修等を通じて共通理解を図ることが重要である。 



￥ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 岩見沢東高等学校の実践 (関連動画：Q5 カリキュラム・マネジメントについて) 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 野幌高等学校の実践 (関連動画：Q2 カリキュラム・マネジメントのおさえについて) 

  

 

 

 

 

 

Ⅳ-２ ＰＤＣＡサイクルの充実 

（１）教育課程の編成に係る工夫改善 

（２）教育課程の評価・改善に係る工夫改善 

① 岩見沢東高等学校の実践 (関連動画：Q9 進路指導について) 

・H29年度まで 55分授業をし、学力向上に向けて取り組んできた。 

・近年、入学者の学力層が広がり、55分授業では集中力を保つことが難しい生徒が増加し

ている。 

・教職員で検討し、50分授業に変更した上で、「岩東タイム」を設定し、生徒の自学自習

を促している。 

・生徒の主体的な学びを促すため、様々な外部講師を招いている。 

・進路指導部が作成した「岩東プラン」を「岩東タイム」で活用している。 

 

 

 

 

 

 

② 野幌高等学校の実践 (関連動画：Q1 生徒に身に付けさせたい資質・能力について） 

・学ぶ力、学ぶ姿勢、学び方が身に付いていない生徒が多いので、学ぶことの意義を理解さ

せ、社会に出てからも学び続けることができる力を身に付けさせることが大切である。 

・自己肯定感の低い生徒が、小さな成功体験を積み重ねることで、自分を肯定したり、他者

の人格を尊重する力を身に付けさせる。 

・生徒に身に付けさせたい資質・能力を校長通信等で教職員に説明し、共通理解するように

努めている。 

・学校評価等で明らかになった育成すべき生徒像を教職員で共有し、教職員の声やアイデア

を積極的に取り入れている。 

・教育課程をテーマに校内研修を実施している。教科ごとに育成すべき力を身に付けさせる

ために、教育課程を併せて考え、出てきた意見を確認してベクトルを１つにしている。 

 

 

 

Point 
授業の組立てや評価の観点を明確化にすることで、学校経営の評価を適切に行い、学校経営
の方向性や改善点の把握が可能となります。 

授業の組立て 

・学校経営からの観点 
・授業改善の観点 
・特別活動の観点 
・部活動の観点 

学校評価につなげる 

・PDCA サイクルを意識 
・評価の観点を明確化 

生徒のコンピテンシーを育てる  

・育成すべき資質・能力を明確化 
・教科・分掌・学年との連携 

目指す生徒像の共有 

・教育活動の目的を意識させる 
・生徒には評価の観点を伝える 

生徒の変容の共有 

・授業アンケートの実施 
・講話の振り返りの実施 

生徒・教職員の評価・改善 

・形式的な評価にならないように 
・生徒の変容を共有するように 

 

Point 
教育活動の目的を全教職員で意識し、評価の観点を明確化することで、生徒の変容を共有

し、評価・改善につなげます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ-３ 人的、物的な体制の確保 

    

（１）具体の取組 

① 岩見沢東高等学校の実践（関連動画：Q６ 外部人材について） 

  校外の人材を有効に活用した実践  

キャリア教育を推進するために外部人材を活用しているほか、「学校経営の視点」を盛り込

むことで、更なる有効活用を図っています。 

 ・多方面で活躍している卒業生による、在校生に向けた講演会 

 ・大学等を活用した進路指導に関する講話（年間約 50件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 岩見沢東高等学校の実践（関連動画：Q６ 外部人材について） 

 

 

 

Point 
卒業生や大学等の人的ネットワークを

基に、生徒が自ら考え、社会へつながって

いくような講話や講演会とすることが大

切です。 

 

 

② 野幌高等学校の実践（関連動画：Q５ 人材活用について） 

 生徒の心を揺さぶる取組  

様々な教育活動において、日常生活や地域、社会と関連付け、生徒の心を揺さぶる取組を

行っている。人的な体制については、次に示すとおり、学校外の人材のほか、校内の人材を

有効に活用した実践を行っています。 

 ・外部人材を活用した講話 

 ・外部人材を活用した教科指導 

 ・全校ホームルームにおける若手教員の講話 

 

② 野幌高等学校の実践（関連動画：Q２ 人材活用について） 

  外部人材を講師として活用した場合、教職員間

の一層の協力体制が必要であり、校外での学習を

どう生徒の評価につなげるか課題ですが、生徒の

もつ新たな側面を発見することができます。また

外部連携により、近年の話題（消費者教育、主権

者教育等）に注目させることができます。 

Point 
講話や授業の内容が、社会との

関わりを重視したものであるこ

と、教職員との関わりが広がるこ

とが大切です。 

 

 

（２）留意点等 

 講演会等で外部人材を活用することは、生徒が

社会や世界に目を向けるきっかけとなります。講

演等の内容を通して、生徒に主体的な考えをもた

せるためには、その場で自身の考えをまとめさせ

ることが大切です。 

 

 

 

 

 

Point 
講演等の内容を主体的に考えさせ
るため、ノートなどを用いて、その場
で記述しまとめさせる工夫が大切で
す。 
 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ-４ カリキュラム・マネジメントに関する校内研修の充実 

  

 

（１）具体の取組 

① 岩見沢東高等学校の実践（関連動画：Q10 校内研修について） 

 教職員の積極的な参加を促す工夫  

 全教職員が学校の諸課題の解決を意識し、積極的に研修に参加しています。校長は学校の課

題や地域からの要望、社会情勢を教職員へ説明し、教職員が学校の諸課題を解決するため、校

内研修を開催して「課題を解決したい」「課題について研究したい」という意欲がわいてくる

ような工夫（面談や人事評価）を行っています。 

 

 

 

 

 

 校長は「生徒に身に付けさせたい力」をどのように育て

るか、それぞれの分掌や授業、学校経営等において、共通

して行われるとよいと考えています。学校経営は、授業や

部活動等が適切に評価されていることを俯瞰して見ること

で、課題の把握に努めることが大切です。 

 

 

 

 

 

 

Point 
各教職員が、自ら学校経営に参画してい

るという意識をもって研修に参加するこ

とが大切です。 

 

 

② 野幌高等学校の実践 

（関連動画：Q４ カリキュラム・マネジメントについて） 

 生徒の心を揺さぶる取組  

 教職員による年度末評価の結果と、生徒が記載した授業アンケートや行事毎の感想等を踏

まえ、教育課程編成の基となる「生徒に身に付けさせたい力」を、学校全体で共有し練り直

しを行っています。研修会においては、教職員が実際に生徒と接した体験から得られたもの

を踏まえ、教育課程や将来の学校ビジョンを共有しています。 

 

 

② 野幌高等学校の実践 

（関連動画：Q４ カリキュラム・マネジメントについて）  

 校内研修は、教職員の生徒との関わりの中から生まれた

「生徒に身に付けさせたい力」が乖離しないよう、全体共

有を図る場であることが大切です。 

全体共有を図ることで、各教育活動の目的や意図に違い

があった場合、その場で違いを共有し、評価・改善につな

げることができます。 

 

 

 

Point 
生徒に自分の変容を見るよう促すとと

もに、教職員は生徒の変容を意識すること

が大切です。 

 

 

Point 
 教職員それぞれが課題

意識を持ち、学校経営に

参画する意識を持つこと

が大切です。 

 

 

（２）留意点等 

① 岩見沢東高等学校の実践（関連動画：Q10 校内研修について） 

  

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ-５ 組織運営の改善 

（１）具体の取組 

（２）留意点等 

① 岩見沢東高等学校の実践（関連動画：Q５ カリキュラム・マネジメントについて） 

 

 

 

 

 

 

 

② 野幌高等学校の実践（関連動画：Q２ カリキュラム・マネジメントのおさえについて） 

 

 

 

 

 

 

 

カリキュラム・マネジメントを踏まえた学校経営方針の策定 

全教職員が一丸となって教育活動を進めていくために、管理職からのトップダウンとボト

ムアップのバランスを考えながら、常にＰＤＣＡサイクルを意識することが重要です。 

（具体的な手順） 

学
校
が
置
か
れ
て
い
る

環
境
の
分
析 

学

校

課

題

の

整

理 

解

決

策

の

検

討 

学
校
経
営
方
針
の
作
成 

教
育
計
画
の
作
成
・
実
施 

目指す生徒像を共有し、組織としての教育活動の推進 

Point 
分掌部長等が解決策をまとめ、育
成すべき生徒像を明確にした上で、
学校経営方針に落とし込みます。 

Point 
全ての教職員が進 
め、組織として課題
を整理します。 

Point 
生徒や地域の実態に合わ
せ、常に見直しを図ること
を全教職員が意識します。 

目
指
す
生
徒
像
の
共
有 

教育活動の目的を意識 

評価の観点の明確化 

社会に開かれた教育課程 

生
徒
の
変
容
の
共
有 

Point 
授業アンケ
ートや教育活
動の振り返り
で、生徒自身
に変容を実感
させます。 

Point 
各教員の考

えを互いに確
認し、ベクト
ルを１つにし
ます。 

○ 教育活動のねらいの明確化と教職員が学校教育目標を共有するためのプロセスを大切にします。 

○ 学校教育目標が学校経営方針につながり、その達成のために教育計画があることを確認します。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅴ-１ 管理職 

(1) カリキュラム・マネジメントの充実に向けて心掛けていること 

② 北広島市立西部中学校の実践（関連動画：Q20 管理職が心掛けるとよいことについて） 

 学校経営方針の理解促進や教育課程の円滑な編成や実施が行われるよう、管理職間の連携を

図り、方策等を検討しています。また、ミドルリーダーを活用しボトムアップするなど、一人

一人の教職員が、組織の一員として学校経営参画意識をもてるよう、工夫しています。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

① 江別市立江別第三中学校の実践（関連動画：Q16 管理職の役割について） 

 生徒にどのような資質・能力を育成する必要があるのか、根拠となる各種調査等を基に分析

し、学校課題を教職員と共有しながら、カリキュラム・マネジメントを進めることを大切にし

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

現状・課題 改善策 

・○○調査では、教科全体の平均は

□.□で全国とほぼ同じである。 

・領域別では「話す・聞くこと」は

□□／○○、「書くこと」は□□

／○○と全国平均を上回ってい

る。 

・「読むこと」領域の「文学的な文

章を読む」の内容が□□／○○

と全国よりやや低い。 

・引き続き、「話す」「聞く」「書く」

場面を意図的に設定し、育成を目

指す資質・能力を身に付けること

ができるよう、単元の指導計画等

を工夫する。 

・「文学的な文章を読む」力を高める

ために、文章を読む視点を明確に

した授業づくりに努める。 

・努力を要する生徒の手立てとして

…… 

 

Point 
全教職員
で課題意識
の共有を図
る等、協働
体制を確立
し、チーム
で学校力を
高めるよう
工夫してい
ます。 

Point 
各種調査等

から現状と課
題を分析し、
生徒に身に付
けさせたい資
質・能力を育
成するための
改善策等を教
職員と共有し
ながら進めて
います。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅴ-２ ミドルリーダー 

(1) カリキュラム・マネジメントの充実に向けて心掛けていること 

② 北広島市立西部中学校の実践 （関連動画：Q20 管理職が心掛けることについて） 

 持続可能な教育活動を展開するために、ミドルリーダーを中心とした組織的な連携を大切

にしています。組織的な取組を推進するために、管理職とミドルリーダーが連携しながら事

前の準備を丁寧に行い、教職員一人一人の意見を聞き取りながら、学校課題について教職員

の議論を促すなど、教職員同士をつなぐ役割を大切にしています。 

 

 

 

 

 

組織力の向上～授業改善に向けた校内体制の充実～（例） 

○ミドルリーダーを中心とした体制づくり 

 

 

 

 

 

授
業
づ
く
り 

指
導
の
改
善 

教
育
計
画
作
成 

校務運営委員会を通じた情報共有、進行管理 

学校経営方針 

Point 
 学校経営方針の具現
化に向けて、ミドルリ
ーダーが教育計画の作
成や授業づくり、指導
の改善について提案し
たり、校務運営委員会
に所属し、ミドルリー
ダー同士の情報共有を
したりする取組を大切
にしています。 

① 江別市立江別第三中学校の実践（関連動画：Q24 ミドルリーダーの役割について）  

 目指す生徒像の実現や学校課題の解決に向けて、組織的かつ能動的な研修や授業実践を積

み上げるために、ミドルリーダー同士のつながりを大切にしながら、教職員の指導力向上に

努めています。 

 

 

 

 

 

研究組織 

 

 

 

 
生徒指導部 

２学年部会 

全体研修 

研究推進委員会 

２学年特活係 

総合学習係 

３学年特活係 

総合学習係 

保健管理部 

１学年特活係 

総合学習係 

１学年部会 ３学年部会 

教務研究部 

Point 
校内研修
にミドルリ
ーダーが積
極的に関与
できるよう、
分掌部会、学
年係担当者
にミドルリ
ーダーを位
置付け、縦と
横のつなが
りを大切に
しながら進
めています。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅴ-３ 若手 

(1) カリキュラム・マネジメントの充実に向けて心掛けていること 

② 北広島市立西部中学校の実践（関連動画：Q21 若手教員が心掛けるとよいことについて） 

 初任段階教員が２校目でも活躍できるように組織的に育成するとともに、若手教員が発言し

やすい雰囲気づくりに努めています。初任段階教員は、先輩教員に授業づくり等の相談をした

り、授業に対する助言をしてもらったりすることを通して、先輩教員から指導技術を学びなが

ら自身の授業力向上を高めることを大切にしています。 

 

 

 

 

 

① 江別市立江別第三中学校の実践（関連動画：Q25 若手教員の役割について） 

教材研究の方法や基本的な指導技術を身に付ける等、指導力向上に努めています。そのため

に、授業を先輩教員に観察してもらい指導を受けるとともに、他の教員の授業を積極的に観察

し、自身の授業改善に生かすことを大切にしています。 

 

 

 

 

 

 

授業を見る視点（例） 

１ 教科等横断的な学習の場面を取り入れた授業となっていたか。 

２ 「学び合い」を取り入れた学習場面の設定がされていたか。 

３ 「授業の流れ」を意識した授業展開となっていたか。 
(1) 導入 
(2) 課題提示（教科の課題／汎用的な能力で身に付けさせたい力） 
(3) 課題解決に向けての手順、方法 
(4) 自力解決（課題解決） 
(5) 交流（学び合い） 
(6) 振り返り 
(7) 評価（教科の課題について／汎用的な能力で身に付けさせたい力について） 
(8) 定着（学んだことを定着させるための課題等） 

Point 
授業を見る視
点を基に自身の
授業を振り返っ
たり、先輩教員
に助言をもらっ
たりしながら授
業力向上に努め
ています。 

 

 

○ 組織体としての協働体制を確立し、互いに研修し学び合う学校 

実
践
内
容 

① 全教職員での課題
意識の共有 
・課題の明確化と目
標達成へのベクト
ルの一致 

 
 
 
 
② 組織体としての協
働体制の確立 
・教職員の主体性の
尊重と支え合う同
僚性の発揮 

 
 
 
③ 教師力を高める研
修の充実 
・授業力、生徒指導力
を高める研修の確立 

具
体
の
方
策 

○ 学校教育目標、経営方針の共
有化 

○ ＲＰＤＣＡサイクルに基づい
た目標管理の確立 

○ 学校経営プログラムの有効的
な活用 

○ 自己目標シート、面談等によ
る目標、方策の明確化 

 
○ 学校経営参画意識の向上 
○ 組織としての方向性が明らか
になる協議の運営 

○ 各学年・分掌間の連携、共通理
解、共通行動の取組 

○ 悩みを相談し、協力して解決
できる集団づくり 

 
○ 授業力を高める研修の充実 
 ・全員公開授業の実施 
・外部人材等の活用や得意分野
を生かしたミニ研修の実施 

○ 生徒指導力を高める研修の充実 
 

 

 

 

Point 
分からないこ
と、困ったこと
を先輩教員に相
談したり、先輩
教員に授業を見
てもらったりす
るなどしなが
ら、自身の授業
力向上に努めて
います。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成30・31年度 教育活動の質の向上を図る 
カリキュラム・マネジメントに関する研究 報告書 
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